(別添様式１- １)
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：大学費　目：情報科学芸術大学院大学費
	事業名:　校内パソコン更新費（債務負担）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　商工労働部　情報科学芸術大学院大学　総務課　電話番号：0584-75-6600
　　　　　　　　　　　E-mail：c21905@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：11,240千円（前年度予算額：0千円）

	事業内容


	１　事業の内容


平成19年度導入の学生向け教育用校内パソコンについて、平成23年度まで、2回の延長契約により継続利用を行ってきたが、5年を経過し機器の老朽化・陳腐化により、本学の教育目的である、IT分野の高度な技術者の育成と、先端的な情報技術を用いたコンテンツ制作の実践的教育のために必要な、最新鋭の教育研究活動の維持が困難な状況を迎えるために更新するもの。
（契約延長の状況）

・平成19年度　3年間のリース契約を締結（H19.10～H22.9）

・平成21年度　1年間のリース延長（H22.10～H23.9）
・平成23年度　6ヶ月間のリース延長（H23.10～H24.3）
	２　所要経費


総事業費　33,440千円

契約期間　平成24年4月～平成29年3月（60ヶ月）

○平成24年度要求分　　 11,240千円
・備品購入費
ソフトウェアライセンス等　　4,562千円
・消耗品費
編集環境機材消耗品等

1,128千円
・賃借料

パソコン等リース料　

5,550千円
（平成24年4月～平成25年3月、@462,480円×12ヶ月）
○債務負担分（賃借料）　23,000千円
	H25（12ヶ月）
	H26（12ヶ月）
	H27（12ヶ月）
	H28（12ヶ月）
	合計

	5,550千円
	5,550千円
	5,550千円
	5,550千円
	22,200千円

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅲ 誰もが活躍できるふるさと岐阜県づくり
１ 若者が力を発揮できる地域をつくる
・地域の企業ニーズに応じた地域主導型の産業人材の育成・確保に取り組む
	２　これまでの取組状況


・平成19年度に、平成22年9月までの3年間の賃貸借契約により導入。

・平成22年度に、平成22年9月から平成23年9月までの１年間賃貸借契約を延長。

・平成23年度に、平成23年9月から平成24年3月までの6ヶ月間賃貸借契約を延長。
	３　これまでの取組に対する評価


・本学の教育目的は、IT分野の高度な技術者の育成、そして先端的な情報技術を用いたコンテンツの制作を実践的に教育する事であり、教育の質を保つためには最新機器によるインフラ整備は必要不可欠である。
・一方、現賃借品の性能等の状況、また、再リースであれば賃借料も大幅に節減できることを考慮し、2回契約を延長して利用を継続した。
・ただし、現賃借機器の陳腐化と老朽化は確実に進行しており、平成24年度には、新規機器を導入する必要がある。
	１月２０日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	　　0
	
	
	
	
	
	
	
	0

	要求額
	11,240
	
	
	
	
	
	
	
	11,240

	1月20日時点査定額
	11,240
	
	
	
	
	
	
	
	11,240

	決定額
	11,240
	
	
	
	
	
	
	
	11,240


